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赤石山脈荒川岳のササラダニ類

Oribatid　Mites　oll　Mt．　Arakawa－dake　i獄the　South　Japanese　Alps

原田 洋＊

HirOshi　HARADパ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Synopsis

　Oribatid環ites　were　investigated　qua！iもatively　at　27　stations　along　a　ridge　frQm　the

top　of　Mも．　Arakawa－dake（3141　m）も。　near　the　pond　of　KQmadori　and　the　mOunもain

cotもage　of　Nikenn－goya　inもhe　South　Japa鷺ese　A！ps．　General　features　of　oribaしld

£au凱a　on　this　mountain　are：（1）Ahigher　percentage　in　tlユe＄pecies　of　Poronoむa　at

dwarfish　vegeもation，（2）Adecrease　inもhe　species　number　ofもhe　family　Oppidae　and

an　increase　in　the　species　number　Of　the　family　Ceratozetidae，（3）Alack　ofRんyso加か

磁αrぬα，which　is　Qne　ofもhe　most　cOmrnon　species　in　the　other　areas，（4）Alack　of

Mαθrんε♂o〃読α厩sん謬αぬnder　dwar｛ish　vegetaもion　and　montane　forests　and（5）「1「he

prese且ce　o£Brαcん＝ycん亡んorτ‘㏄sδerδeseε，　Cα肌ごsεαわ‘びerr㏄cα乙α，　Cαrαわ。（εes‘αわyrごπ乙ん‘α乙s，

CθPんθμsleωrosαωαどarldムごαcαr㏄sわαc∠〃α孟α3　which　is　rare　in　Japan．　The　species　com－

position　oξoribatid　cornmun江ies　is　re／aもed　to　the　str矯cture　and　forrn　Qf　vegeもaもion．

はじめに

　赤石山脈（南アルプス）のササラダニ研究について

は仙丈ケ岳（青木・原田，1979）と甲斐駒ケ岳・荒川

岳（原田，1988）の報告がある。後者はササラダニの

生態分布についての概略をまとめたものであるが，出

現頻度の低い種についてはそのいくつかが割愛されて

いた。そこで，今回新たに荒川岳のササラダニ相の特

性とともに全出現種の分布状況をまとめたのでここに

報告する。

　本報告を行なうにあたり，ササラダニ類の同定をは

じめ研究面で終始変わらぬご指導を賜わっている横浜

国立大学環境科学研究センターの青木淳一教授に感謝

の意を表したい。また，野外調査にご協力いただいた

田辺市教育委員会の新谷育生氏と東海フォレスト株式

会社の方々にお礼申しあげたい。

＊横浜国立大学環境科学研究センター土壌環境生物学研

　究室

　Deparもrnent　of　So…1　Zoology，　Institute　of　捻nv｝「on－

　me頁tai　Science　and　Technology，　Yokohama　NatiQnal

　Universi乞y，　Yokohama　240

　（1994年12月15日受領）

調査地および調査方法

　調査地は赤石山脈南部に位置する荒川岳（3ユ41m）

と千枚岳（2880m）で，行政区画品は静岡市に所属し

ている。調査地点は荒川三山の東岳（宿駅岳）から千

枚岳および千枚岳南東尾根にある駒鳥池に歪るルート

の17地点と，二軒小屋からマンボー沢ノ頭（2503m）

を経て千枚岳に揺る東尾根登山道沿いでの9地点およ

び上千枚沢出合い付近の1地点である。高山帯から山

地帯に生育する植物群落からそれぞれ土壌試料を採取

した。調査地点の位置，標高，植生および試料の採取

年月日は以下のとおりである。なお，甲府105～甲府

！33は20万分の1地形図に基づく全国ササラダニ調

査のための試料番号である。

甲府105：東岳，3135m，ハイマツ群落，1986年8月

　　　　20日

置麻！Q6：東岳，3130m，ミネズオウークロマメノキ

　　　　君羊落，　1986年8ノ弓20日

甲府107：東岳，3105m，ウラシマツツジ群落，玉986

　　　　無8月20日

甲府108：東岳，3080m，アオノツガザクラ群落，

　　　　1986年8月20El
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甲府109：東岳3080m，ハイマツ群落，／986年8月

　　　　20日

甲府110：東岳～千枚：岳，3030m，ミネズオウーウラ

　　　　シマツツジ群落，1986年8月20日

甲府H1：東岳～千枚岳，3030　m，ハイマツ群落，

　　　　1986年8月20日

甲府112：束岳～千枚岳，2960m，ハイマツ群落，

　　　　1986年8月20［ヨ

甲府113：東岳～三枚岳，2910m，イワオウギータカ

　　　　ネヨモギ群落，1986年8月201ヨ

甲府115：干枚岳，2875m，ミヤマハンノキ群落，

　　　　1986年8ノコ　20　日

甲府116：干枚岳，2820m，ハイマツ群落，1986年8

　　　　ナ：1　20　［ヨ

甲府l18：千枚小樹，2660m，シラビソーオオシラビ

　　　　ソ林，　】986郊8月　20｝三i

甲府】19：千枚小屋～駒鳥池，2560m，シラビソ林，

　　　　1986年8メ司　20　日

甲府120：千枚小屋～駒鳥池，2520m，シラビソーオ

　　　　オシラビン林，1986銀8月20El

甲府121：千枚小屋～駒鳥池，2500m，シラビソーオ

　　　　オシラビン林，1986無8月208

甲府122：干枚小門～駒鳥池，2490m，シラビソーオ

　　　　オシラビン林，1986年8月201ヨ

Eβ府123：千枚小屋～駒鳥池，2480m，シラビソーオ

　　　　オシラビン林，1986無8月201ヨ

甲府124：マンボー沢ノ頭～二二軒小屋，2200m，ダケ

　　　　カンバーコメッが林，玉986年8月2Uヨ

甲府125＝マンボー沢ノ頭～二軒小屋，2120m，シラ

　　　　ビソーオオシラビソ林，1986年8月211ヨ

甲府126：マンボー沢ノ頭～二軒小屋，2030m，シラ

　　　　ビソーオオシラビソ林，／986葎8月2／日

甲府127：マンボー沢ノ頭～二軒小屋，1950m，シラ

　　　　ビソーダケカンバ林，1986年8月211三i

甲府128：マンボー沢ノ頭～二軒小屋，ユ880m，コメ

　　　　ッガ林，ig86無8月2ユ日

甲府129：マンボー沢ノ頭～∴軒小屋，1750m，コメ

　　　　ッガーブナ林，1986年8月21Ei

甲府130：1．二軒小屋付近，1650m，ウラジロモミーダ

　　　　ケカンバ林，1986年8月21Ei

甲府131：．竺軒小屋付近，1550鵜，ウリハダカエデー

　　　　ミズナラ林，1986年8月21日

甲府132：二軒小屋付近，1430m，コメツガ林，1986

　　　　年8メ三］21　E垂

E目府133：二軒小屋～椹島，1330m，ウラジロモミー

　　　　ブナ林，1986年8月21Ei

　土壌試料は青木（1978）の拾取り法により土壌とと

もに落葉，落枝，落下樹皮，朽木などの堆積有機物や

蘇苔類・地衣類を採取し，各調査地点において約1．5

琢の試料を得た。試料は自家用車で持ち帰り，採取目

の1～2Ei後には内径30　cmの丁娘llgren装置（土壌

動物抽出装置Oribatec　30／0）に投入した。40　W電球

で3日間照射してササラダニ類を抽出した。

結果および考察

　荒川岳の山地帯～高山帯の27地点から合計／04種

のササラダニ類を採取した。この内，ナミダルマヒワ

ダニ属ムぬ。配ん。η砒s，ジュズダニ属Bθ緬α，オニジュ

ズダ田鼠理ρ認αητα飢sの一部，マドダニ属Sωcεoδθム

わε〃α，オトヒメダニ属Soんθ勧萄α‘θsなどは種の同

定が困難なため，区分司能なものを除き数種を一括し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　樗
一種として扱った。拾採り法により採集したので個体

数は算定せず，種類組成を重視した。

（⇔種類数

　採集地点の増加に伴い出現する種類数が多くなるこ

とが推測される。そこで調査地点数あたりの平均血忌

をみると，森林土壌のほうが風直言性群落や低木林の

土壌より多数のササラダニ類が得られていることがわ

かる。低木林土壌の合計出現種壷が少ないのは，採集

地のほとんどがハイマツの低木林であることによる。

環境が均質ならばそこに生息する種類は類似し，合計

垂心は一定の幅で押さえられる。優占種の異なる低木

林の試料が増えれば種類数は増加することが期待され

る。また，シラビソやオオシラビソを主体とする亜高

山帯の森林より落葉広葉樹を含む山地帯の森林のほう

が地点あたりのササラダニの種類数が多いことが示さ

れている。

表1　荒川岳におけるササラダニ類の種別

風衝綾性群落　　低木林　　亜筒由帯森林　山地帯森林

調査地点数　　　5
合言ナ種数■　　　　　　　　　40

’iろ均田数’　　　　13．4設＝3．9

算数範囲　　　8～19

　6　　　　　　11　　　　　　5

　38　　　　　　58　　　　　　63

13．8ゴ＝3．9　　　　18，6ゴ＝5．8　　　　28．6ゴ＝5．0

8～18　　　　　　9～32　　　　　　23～34

＊βρ凝αηzα側εやS榔励θめθ〃αなどの複数種には区分可能な

範囲の最低種数を加算してある

（2）MGP分析1
　ササラダニ類は系統分類学的に接門類（M群），無

翼類（G群）および有翼類（P群）の三つの高次分類
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図1　MGP分析1　1．風衝唯唯群落2．低木林3．亜高山帯森林4．山地帯森林

群に区分される。各分類群に所属する種数の割合を比

較したものがMGP分析1である（青木，1983）。結

果は図ユに示すとおりである。骨性群落ではMGPの

どの群の種数割合も20％以上，50％未満となり，○

型に類型化される。これは亜高山帯の森林限界以上の

植生域における典型的なタイプといえる。低木林や森

林になると，P群の占める割合が減少する一方，　G群

の占める面素割合が増大し，50％を超えG型を示すよ

うになる。

（3）ッブダニ科の種数

　暖温帯の平地や低山では種類数がきわめて豊富なッ

ブダニ科は，山地帯から亜高山帯と標高が高くなるに

したがいその種壷が減少し，特に高山・亜高山帯の森

林限界以上の植生域で一層減少することが知られてい

る（原田，1988）。本地域でも森林限界以上の風衝地

の稔性群落ではッブダニ科の種は出現せず，低木林で

わずかに1種類が確認されただけである。亜高山帯の

森林では3属4種，山地帯では7属8種と、低海抜地

の森林のほうがッブダニ科の種数が増大していること

を示している（表2）。なお，高山・亜高山帯の低木

林にも出現している頻度の高いッブダニ科はナミッブ

ダニOPP副如πoびαである。

（4）コバネダニ科の病数

　高山・亜高山帯のササラダニ相の特性の一つに，コ

バネダニ科の種数が多いことがあげられる。これは本

州中部地域（原田，1988）だけの現象ではなく，東北

地方の山岳（原細，1993a；1994）や北海道の羊蹄山

（原田，1993b）でも同様な傾向がみられる。本調査

地からは4属11種1亜種のコバネダ測串の種が出現

したが，高山・亜高山帯での羽数が多く従来の報告と

同じ結果を得た（表3）。有翼類（P群）に含まれる

種は合計で33種（亜種を含む）出現しているが，こ

の内コバネダニ科の種は合計12種で，爽に有隷農の

／／3を占めることになり，高山・亜高山帯の優勢な

グループとなっている。

表3　コバネダニ科に含まれる属とその種数

属　　名　　風衝駿　低木林　亜高由　i」蓬地帯　荒鳩謡

　　　　　性群落　　　　　帯森林　森　林　全　体

五）ごαρ‘θroδαεθs　　　　3　＊

Cθrα亡。εθ‘θs　　　　　　2

《4θ♂αrzO2θ‘θs　　　　l

7rlCんorめα庭5　　　1

3＊　　　l

l　　　　畦

1　　　　｝

1　　　　0

2

1

1

0

5＊
4

生

2

合言十種数 7＊　　6＊　　6 4 12＊

表2　ッブダニ科に含まれる属とその種数 ＊1亜種を含む

属　　名
風衝綾　低木林　亜高山　山地帯

性群落　　　　　帯森林　森　林

oρμθ♂ごα

0ρPごα

LαμrOPPごα

BrαcんごOPμα

Mθ読。κyOPPごα

MピorOPP‘α

Mα痂OPμα

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

合計種数 0 ！ 4 8

（5）ヒメヘソイレコダニの欠如

　低山帯や山地帯ではさまざまな環境に生息し，環境

選好性の低いヒメヘソイレコダニ∫脇y80‘r読ααr4照

が本調査地では欠落している。一般に高山・藪高山搭

では出現頻度が低く，燗体数も少ないことが知られて

いる（原田，1988）が，ここでは山地帯からもまった

く出現していない。
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（6）キシダイレコダニの出現状況

　本州中部地域の高山帯や亜高山帯を中心に分布して

いる代表的な種にキシダイレコダニMαθ漉♂oεr読α

厩8ん∠4α∠がいる。本地域では標高1880mのコメツガ

林を分布の下限に，山地帯からは1頭も出現しなかっ

た。また，璽高山帯以上では風衝作用の強い草原や綾

性群落などの植生域には生息せず，ハイマツやミヤマ

ハンノキの低木林およびシラビソ，オオシラビソ，コ

メツガ，ダケカンバなどの優占する森林にだけ生息が

確認された。これは林床に樹木の落葉が堆積するよう

な環境を選好するためであろう。

（7）垂直分布

　荒川岳や千枚岳の東尾根における森林限界は，標高

2700m付近にみられ，それより上部は風衝作用を強

く受ける高山草原や緩性群落およびハイマツを主とす

る低木林が広がっている。それに対し，森林限界より

下部はシラビソやオオシラビソの針葉樹林や夏緑性の

ダケカンバ林の領域となる。さらに標高が低くなると，

ウラジロモミやコメツガにブナやミズナラなどの落葉

広葉樹が混生するようになり，冷温帯域の山地帯へと

移行する。その境界の標高はおよそ1750mである。

このような標高の変化に対応してササラダニ類のいく

っかの種は垂直的に限られた分布をしていることが予

想される。その結果を示したのが図2である。ユ～7

のササラダニ種は高山・亜高山帯にかたよって分布し，

標高の低い山地帯からは出現していない。特に7番以

外の種ではいずれも標高2400m以上の地点からだけ

生息が確認されている。しかし，これらの種の中には

ヤリタマゴダニ五ぬ。αrαsαc砿認επsのように他の

地域では山地帯まで生息幅が拡がっている種も含まれ

ている。

　一方，8～14の種は標高／950mを上限にして主と

して山地帯もしくは低地帯に生息している。しかし，

ヒワダニモドキHyρ00／彫ん0π詑〃α襯6πμ琵SS翻Zαは

他地域では高山・亜高山帯にまで生息域を拡大してい

る種である。また，表4にみられるように森林限界以

上の地域からは出現していない種に以下のものがある。

なお，カッコの数字は表4の種の番号に対応している。

（9）オオイレコダニ∫）舵屠rαoαrμssθのsμs，（13）フ

トゲイレコダニαめ。オr読α∫θπ厩。α，（17）ケナガオ

ニダニHθηzぬ。仇rμsZoπgお2608μs，（24）ドビンダニぐ

属の一種Hθr規απ航εご♂αsp．X，（54）セマルダニ属

の一種M就rぬpρ‘αsp．E。これらの種は落葉層の多

い森林を特に選好しているといえる。

（8）採集記録の少ない種

　我が国においては採集記録が少なく，かっ分布上路

目すべき種がいくつか出現している。一①ミヤマダル

マヒワダニBrαcん：ycん漉。隔μsわθr‘εsθWILLMANN：

三種は本州や北海道の高山・亜高山帯と湿原に生息が

確認されている種で，現在までに赤石山脈の仙丈ケ岳

3000m 2500m 2000田 壕500m

等　（｝一つ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一㊥　8
2　0一十〇
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＠トー一一⑳　　　　9
3　　　　（〉一〈〉一一〇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　審0

4　　0一〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　11
5　（〉一一一一一一一一一〇
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　肇2

6　　（〉かく一〇〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑳・一一◎ド一一←④　13

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑳一十⑳　14

　　　　図2　荒目岳におけるササラダニ類のいくつかの壷直分布。1～14は以下の種類に対応する。

　　　　　　　○印は標高2000m以上に分布するもの、②印はそれ以下に分布するものを示す。

　　　　　　　／．D乞αμθrobα亡θsびαr乞α翫Z乞sん。泥s勧飢8εs，2．　Dεαμθroわα詑sノαρoηεcμs，3，　Cα．
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　　　　　　　オrび。麗ωs，7．・L‘αcω昌材slyθ20εz乙sどs，8．（翠）Pごαsp．7，9．0〔～rα孟02ε‘θsηzθ（涜。（）rごs，10．

　　　　　　　ムαμroρρごαηθθrごαη4ご。α，11，　D〔ヅθααηzθr己8　sp．A，12．　Hy∫）ocん仇。πごθ〃αητ読昆6ど．

　　　　　　　ssどηzα，13．ルグαゼご。κ）ノOPPごαα（影ご「os孟「α‘α



表4　荒川岳のササラダニ類組成

調査地の相観
試料番号

優占植物

　Macrophylina（M群）
1。Pα♂αθαCαrμS妙Sケ‘Cど醐SノαPO痂μS

2．Brαoんyぬん。πごμsδθrZθsθ‘

3．Brαoん）ノ。ん漉。η如s　2θZαωα詑πs‘s

4，　ゐごocんオん07τ‘μ8　SPP．

5．H：ypocん洗αz‘θ〃α侃ごノz鷹εs8加zα

6．湾po‘oん～ηαη厩α9‘9αη孟θα

7．石ρκoんηzαZ観ごαsp．D

8．　Pんεんかαoαrμsノαρoπ‘cωs

9．　∫）んオんごrαcαrωssθ診osμs

！0．孟かOPαcα膨s　8診r‘oμごαs

H．君ωρん孟ん‘rαcαrωsspX

12．Mαθr々（～Zoケあどαん6sんε（メαδ

13．Orめ。ヶ‘オごαノφzzzご。α

ユ．4。Proめrめ。〃ご茜ごαsp．X

15．　σαηz‘s‘αわこび（～rrωoαオα

16．0αηzごs‘αεκμひごα鹿s

17．Hθ17z〃τα1zrαsごoz乙9ご8ε‘osμs

18．Hθηz加。漉rμssp，X
／9。Pごαご：y／zoオんrμsρθ‘孟癖rノαpoπθπ8‘s

20．　1＞o〃Lrμ8わorμssご。μs

21．：Frんγpoぬん。π砒8診臨orω規
22．Trん）乙ρocん仇01冨ωs　sp，B

GymRonota（G群）
23．Nαノτんθrηταrz隔αθZθ9αzz孟認α

24．Hθrηzαπη6αsp．X

25。Hεrηzαη厩ε〃αsp．X

26．ノ1〃04α配αθωssp．X

媛性群落 低木林 亜高山帯森林 山地帯森林

甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲羅甲甲甲甲甲甲甲甲
府府府府府府府府府府府府府府府府府府駒：嘩f府府府：府痢：府府：
1061071081101131051091111121161151181！9120工21122123124125126127128129130131132133

ミウアミイ直直轟轟ハミシシシシシシコシシダコブウミコブ
ネラオネワイイイイイヤララララララメララケメナラズメナ
ズシノズオママママママビビビビビビツビビカッ
オマツオウツツツツツハソソソソソソガソソンガ
ウツガウギ　　　　 ン　　　　　　 。　バ
　ツザ　　　　　　　　　ノ
　ジク　　　　　　　　キ
　　ラ

ジナツ
ロラガ
モ
ミ

…　　　。 。　。 ・　・　・　・　・　・　・　・ ・　…　　　。 ・　…　　　。○・○
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。　…　　　。　。　。 ・　・　・　…　　　○・○・○・○○○○○・ ・　。

・ …　　　。　・　。 ・　。 …　　　。 ・　・　。 ・　。　・　。　・　。　。○。　・　・

。○。 ・　。 ・　。 ・　・ ・　・ ・　・ ・　・　・ ・　・　・　・　・　・　・　・　…

…　　　○…　　　○○○。 …　　　。　・ ・　。　・　・　・　・　・　・　…

・　・　・　・　・　・　・　・　…　　　○・○○○・　・　・　・　・　・　・　・　…
。　。　・　…　　　○・　。 …　　　。　・　。 ・ ・　・　・　・　・　・　・　・　…

・　・　・　・　・ ・　…　　　OO・　・　・　・　・ …　　　。　・　…　　　。　・　・
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お

①



27. Belbaspp.
28, 1!lpidamaeussp.fr
29. Ilpidamaeusspp.
30. Damaeussp.1
31. AcanthobelbatorttLosa
32. Cepheus$p,D
33. Cepheusgatus
34. Cepheuskurosawai
35. Conoppiapalmicincta
36. E'upterotegaeusarmattts
37. Defectamerussp.A
38. 17'osseremtLsquadripertittLs

39. Eremobelbaj'aponica
40. Eremaeustenuisetiger
41. Eremaeuselongatus
42. Cultroribulasp.J
43. Cultroribulasp.H
44. Liacarus acutidens
45. Liacarusnitens
46. Liacarusyezoensis
47. Liacar"sbacillatus
48. Ltacarusorthogontos
49. Liacaruscontiguus
50. Liacarussp,J
51. Ceratoppiabipilis
52. Ceratoppiaquadridentata
53. Metrioppiasp,C
54. Metrioppiasp.E
55. Peltenuiala orbiculata

56. Carabodeslabyrinthieus
57. Carabodesrimosus
58. Niphocepheusnivalis
59. Tectoeepheusvelatus
60. Tectocepheuselegans
61. Tectocepheusc"spidentatus
62. Autognetasp.X
63. (iippietianova

64. Qppiellasp.D
65. Cippiasp.7
66. Lauroppianeerlandica
67. Microppiamin"s
68. Medioxyoppia actirostrata
69. Brachiopptasp,2
70. Multioppia brevipectinata
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71。Sωc孟。δθZわθμαSPP．

PQronota（P群）
72．Orこわα観αsp．C
73．　N〔ヲor‘6α診（2S　SP・C

74．　Neorεわα‘∈～S　ro㏄bα‘ご

75．　8clzθZor‘わα孟（3S　SPP．

76．Pro‘orめαオθs　sp。X

77．0θrαめ2θ孟θssp．K

78、　Cθrα古σ2θホθssp．C

79．0θrαめ2θ診θssp．A
80．　0〔～rα診02θ孟θ8ητθ（♂ごocrどs

81．Dどαμeroわα孟θsびαノ・‘αわ記εsん。陀sん磁θπsご8

82，エ）ぎαμθroわαごθ8ノαpo航μs

83．　1）ごαρごθroδα孟〔～sん配配θ「αZどs

84ααμεroδα診θsPωs‘蜘s
85．　DごαpごeroわαごeS　SP・X

86．MθZαπ09εごesηzθrどolごαημ8

87．　7rご。んorごδα‘8sα♂Pごπμs

88．　7つrご。／乙orごδα診e8「αωsθノτsどs

89．　σんαmoわα孟es　sp．B

90．　0んαηzoと）αごεs∫）乙乙s‘♂Z召s

91。　ノ生Z♂0ノ？τ二yOOわα診θs琵Cん（3πどS

92．M：yoo6α孟θs　sp．X

93。　2宮召∫）θ♂oρsspP．

94．σπ4配or治αεθs　sp，A

95．0沈δαごθ〃αsp．D

96，　ノ10んごρ‘∈～ノゼαsp．E

97．Achipteriidae　sp．B
98．ノ生παcんごμθrδαsp．X

99．　Pαrα01τごρ陀rごαゴ∠S麗παα

100．7’ego酌α孟es岨プ。伽s
101．ゐθμ面zαθss加9ω♂αrごs

玉02ゐεμ（ゴ。之θ孟θs4αsん認orεsど

工03．Pθrgα♂μηzπαsp．S

104．Gaユumnidae　sp．D

Macrophylina（M群）の種数
GymnQnota（G群）の種数
Poronota（P群）の種数

種数合計本
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＊複数種は区分可能な最低種数を加鱗：してある
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（青木・原田，1979），北海道羊蹄山（原田，1993b）

および釧路湿原（西川ほか，1983）の3地域からの報

告があるにすぎない。今回，新たに荒川岳の高山帯に

生育するミネズオウ群落（甲府106）とイワオウギ群

落（甲府113）の2地点から得られた。②アトヅヅオ

ニダニCα襯絃α観肥rr昆。砺α（C．LKOCH）　：中部

山岳の仙丈ケ岳（青木・原田，1979）や木曽駒ケ岳

（原田・青木，1982），東北地方の鳥海山（原田，1993

a）および北海道羊蹄山（原田，1993b）のいずれも

高山・亜高山帯の4地域からの報告がある。また，山

i二］県では徳山市の標高280mと，玖珂郡周東町の標高

220～430mの低山地から知られている（鈴岡，1983）。

荒川岳の標高3105mのウラシマッッジ群落が新産地

として追加される。③シワイブシダニ：Cαrαわ04es

彪わyrlη‘配侃s（M｛c卜IAEL）：志賀高原の標高ユ750　m

地点に位置するコメツガの枯死した枝から採集された

のが我が圏の最：初の記録である（h℃，1982）。次いで

北海道羊蹄山のハイマツ低木林，ダケカンバ林，エゾ

マツ林などからも確認されている（原劉，1993b）。

荒用岳では標高2910mのイワオウギ群落（甲府113）

から得られ，3番目の産地となった。④クロサワマン

ジュウダニCερん側sん醗osαωαごAOIくi：本種は東北

地方の西吾妻山（Aoki，1986）と本州中部の金峰山

および甲斐駒ケ岳（原鑓・青木，1986）に生息するこ

とが知られている。シラビソやコメツガなどの亜高山

帯針葉樹林からの記録が多く，一部山地帯の落葉広葉

樹林も含まれている。荒川岳ではシラビソーオオシラ

ビソ林の2地点から採集されている。⑤サオタマゴダ

ニ㍑αcα枷5わαc∠〃α伽sFしUl｝ΩwA　e£AOKI：北海道

帯広近郊の常緑針葉樹林（FU」1猷wA＆AoKI，1970），

雄阿寒岳（又吉・西川，1981）ならびに羊蹄山（原

田，1993b），東北日本の栗駒山（原田，1994）と

巻機山（丸山，1994），本州申部地方の甲斐駒ケ岳

（原田・青木，1986）などの亜高山帯の植生域を中心

に分布している。本地域でもシラビソーオオシラビソ

林の2地点から出現している。
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